
六
月
一
日
、
鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会

は
地
域
住
民
の
大
き
な
協
力
を
仰
ぎ
、

「
灯
そ
う
千
枚
田
」
を
盛
大
に
開
催
し
た
。

当
日
、
早
朝
八
時
か
ら
「
あ
ぁ
で
も
な

い
、
こ
う
で
も
な
い
」
と
言
い
な
が
ら
も

会
場
づ
く
り
や
バ
ザ
ー
の
仕
込
み
に
精

を
だ
し
、
午
後
七
時
、
打
ち
上
げ
花
火
を

合
図
に
小
山
舜
二
保
存
会
長
は
「
お
田
植

感
謝
の
夕
べ
」
の
総
括
と
し
て
、
一
番
嬉

し
い
の
は
、
こ
の
催
し
は
十
四
年
間
、
一

度
も
雨
に
祟
ら
れ
ず
、
開
催
で
き
た
こ
と

は
地
域
の
皆
さ
ん
や
参
加
者
の
千
枚

田
・
故
郷
を
想
う
心
を
お
天
等
様
が
微
笑

ん
で
い
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
。
お
田
植

感
謝
の
夕
べ
を
通
し
、
連
谷
地
区
が
一
体

と
な
り
「
む
ら
づ
く
り
、
絆
つ
く
り
」
の

場
と
な
れ
ば
嬉
し
い
し
、
期
待
も
し
た
い
。

な
お
、
こ
の
催
し
は
皆
さ
ん
の
志
、
協
力

金
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
ど
う
ぞ
、
ご

遠
慮
な
く
協
力
金
箱
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
と
、
開
会
挨
拶
。
催
し
は
松
下
誠
の

軽
快
な
司
会
で
開
始
さ
れ
た
。

ま
た
、
柴
田
賢
治
郎
地
元
議
員
は
地
元

に
活
き
、
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や
る
。

と
挨
拶
。
毎
年
駆
け
つ
け
て
頂
い
て
い
る

衆
議
院
議
員
今
枝
宗
一
郎
先
生
は
棚
田

地
域
を
後
押
し
す
る
棚
田
法
案
「
棚
田
を

核
に
地
域
振
興
」
の
立
法
のPT

と
し
て

頑
張
る
。
と
挨
拶
を
頂
き
、
お
田
植
え
感

謝
の
夕
べ
～
灯
そ
う
千
枚
田
～
が
開
始

さ
れ
た
。(

棚
田
法
案
に
つ
い
て
は
党
政
務

調
査
会
か
ら(

舜)

が
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け

た
経
緯
が
あ
る)

。

会
場
で
は
、
千
枚
田
名
物
「
鳥
長
」
の

皮
肝
や
焼
き
そ
ば
、
焼
き
肉
、
飲
み
物
、

捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
シ
シ
汁
を
大
判

振
る
舞
い
、
棚
田
っ
娘
は
五
平
餅
の
販
売

等
々
で
賑
わ
い
、
千
枚
田
の
景
観
道
に
は

千
五
百
本
の
ロ
ウ
ソ
ク
が
夕
闇
に
幻
想

的
に
浮
か
び
上
が
り
、
天
空
に
は
十
五
発

の
花
火
が
華
を
添
え
「
ご
ん
げ
ら
ぼ
う
」

を
盛
り
上
げ
た
。

追
伸

皆
さ
ん
の
ご
厚
意
が
寄
付
・
協

力
金
箱
に
顕
著
に
表
れ
、
来
年
の
開
催
目

途
が
付
き
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

四
谷
の千

枚
田
だ
よ
り
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豊
川
リ
バ
ー
ウ
オ
ー
ク
委
員
会

六
月
八
日
、
豊
川
流
域
の
居
住
者
を
中

心
に
活
動
中
の
メ
ン
バ
ー
は
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
流
域
の
歴
史
文
化
地

を
探
訪
。
そ
の
一
環
と
し
て
千
枚
田
を
訪

れ
、(

舜)

が
対
応
し
た
。

後
日
、
事
務
局
か
ら
「
お
話
し
を
聞
い

た
だ
け
で
、
美
し
い
景
色
が
日
々
の
活
動

の
上
に
で
き
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、
大

変
な
感
動
を
得
ら
れ
た
こ
と
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
」
と
礼
状
が
、
ま
た
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
①
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
の
必

然
性
と
歴
史
の
重
さ
、
改
め
て
再
認
識
す

る
。
②
千
枚
田
の
歴
史
の
重
み
と
時
の
流

れ
、
景
観
と
し
て
の
復
活
と
維
持
の
大
変

さ
、
そ
れ
に
向
か
う
人
。
す
べ
て
に
感
銘
。

田
の
草
と
り

・
六
月
六
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校

は
田
の
草
取
り
と
稲
の
生
育
調
査
、
梅
取

り
を
行
っ
た
。
田
植
え
か
ら
約
一
か
月
の

稲
の
生
長
に
生
徒
た
ち
は
び
っ
く
り
の

様
子
で
あ
っ
た
。

・
六
月
二
十
二
日
、
愛
知
東
農
協
こ
ど
も

農
学
校(

六
十
名)

は
稲
の
生
育
調
査
と

田
の
草
取
り
を
行
っ
た
。

企
業
が
地
元
に
貢
献

六
月
八
日
、
神
星
工
業
㈱
鳳
来
工
場
従

業
員
は
四
谷
の
千
枚
田
か
ら
海
老
双
田

畑
の
会
社
ま
で
の
沿
道
の
ゴ
ミ
拾
い
を

行
っ
た
。

声
を
掛
け
た
ら
、
「
地
域
の
お
か
げ
で

会
社
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
会
社
が
地
域

に
貢
献
す
る
こ
と
は
当
然
の
義
務
」
。
と

明
快
な
回
答
に
心
が
和
ん
だ
。

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

・
ホ
タ
ル
舞
う
和(

な
ご
み)

の
里

平
成
二
十
二
年
、
生
物
多
様
性
条
約
第

十
回
締
約
国
会
議(

CO
P
1
0)

愛
知
・
名
古

屋
市
開
催
に
一
役
を
担
っ
た
事
を
記
念

し
て
ホ
タ
ル
の
舞
う
千
枚
田
を
視
野
に

地
道
に
活
動
を
重
ね
て
以
来
八
年
、
年
ご

と
に
舞
う
数
も
増
え
、
名
物
・
名
所
が
ま

た
一
つ
増
え
つ
つ
あ
る
。

・
天
然
記
念
物
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ

千
枚
田
周
辺
に
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
侵

略
で
餌
場
を
奪
わ
れ
た
イ
ワ
シ
カ
が
ひ

っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い
る
。

こ
の
地
域
で
は
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
を

昔
か
ら
イ
ワ
シ
カ
と
呼
び
、
慣
れ
親
し
ん

で
い
る
。

千
枚
田
周
辺
を
生
活
の
拠
点
と
し
て

い
る
イ
ワ
シ
カ
を
棚
田
の
百
姓
は
シ
カ

君
と
呼
び
、
そ
ん
な
に
悪
さ
を
し
な
い
か

ら
と
追
い
払
う
こ
と
も
な
い
。

・
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
産
卵

平
成
十
四
年
、
施
設
整
備
と
同
時
に
造

成
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
に
親
子
観
察
会
で

移
殖
し
た
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
が
記
念
に

植
え
た
ナ
ン
テ
ン
で
今
年
も
産
卵
し
た
。

今
後
の
予
定

七
月
五
日
、
第
九
回
中
部
環
境
先
進
五

市
サ
ミ
ッ
トi

n

新
城

新
城
文
化
会
館

基
調
講
演

「
四
谷
の
千
枚
田
環
境
保
全

活
動
」
小
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